
 

 

 

物  質  名 2,2’-アゾビスイソブチロニトリル ＤＢ－2 

別  名 

2,2’-アゾビス（2-メチルプロパン

ニトリル） 
AIBN 
ABN 

CAS 番号 78-67-1 
PRTR 番号 第 1 種 13 
化審法番号 2-1531 

構 造 式 

 

分子式 C8H12N4 分子量 164.21 

沸点 107℃で加熱分解するので該当せ

ず 1) 融点 105℃ 2) 

蒸気圧 該当せず 1) 換算係数 1 ppm = 6.71 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） － 水溶性 水に不溶 3) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 700 mg/kg 4)  
 ラット 経口 LD50 100 mg/ kg 4)  
 ラット 吸入 LC >12,000 mg/ m3（4h）4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、2、10、50 mg/kg/day を雄には交尾前 14 日間、交尾期間及び終了後 2 週間まで、

雌には交尾前 14 日間及び交尾、妊娠期間から哺育 3 日目まで強制経口投与した結果、雄の 2 
mg/kg/day 以上の群で腎臓絶対重量、10 mg/kg/day 以上の群で肝臓の絶対及び相対重量、腎臓

相対重量の有意な増加、流涎、肝臓での小葉中心性の肝細胞肥大を認め、50 mg/kg/day 群で

一時的な体重増加の有意な抑制、血小板数及び白血球数、血中の総タンパク、アルブミン、

総コレステロール、カルシウム、無機リンの有意な増加、塩素、アルブミン/グロブリン比の

有意な低下を認めた。雌では 10 mg/kg/day 以上の群で一時的な体重増加の有意な抑制、肝小

葉中心性の肝細胞肥大、50 mg/kg/day 群で肝臓、腎臓の絶対及び相対重量の有意な増加を認

めた 5)。なお、雄の腎臓でのみ、好酸性小胞体及び好塩基性尿細管の増加（2 mg/kg/day 以上）、

顆粒状円柱（10 mg/kg/day 以上）がみられており、雄ラットに特有なα2u-マクログロブリン

の蓄積による腎障害と考えられた。この結果から、NOAEL は 2 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、110 mg/kg/day を 8 ヶ月間（2 日/週）強制経口投与した結果、110 mg/kg/day 群で

肝臓、腎臓等に影響を認めたとする報告があるが、詳細は不明である 6)。 
・ラットに 0、9.8、80 mg/m3 を 2 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、9.8 mg/m3 以上の

群で血清全タンパク、肝臓重量の増加がみられ、80 mg/m3 群で 2～4 日目に有意な体重増加の

抑制、尿モル浸透圧の低下、肝臓で好塩基性細胞の増加がみられた 7)。しかし、供試ダスト

の粒径が比較的大きかったことから、経口摂取による影響もあったものと考えられた。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雌ラットに 0、2、10、50 mg/kg/day を交尾前 14 日間及び交尾、妊娠期間から哺育 3 日目まで

強制経口投与した結果、母ラットでは交尾率、受胎率、着床率、出産率、性比等に影響はな

かったが、50 mg/kg/day 群で哺育行動の異常がみられ、仔では生存率低下及び体重増加の抑
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制がみられたが、有意差を認めなかった。なお、仔で奇形の出現はなかった 5)。この結果か

ら、NOAEL は 50 mg/kg/day であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質とポリ塩化ビニルから発泡材を製造しているドイツの化学工場で労働者 16 人に頭痛、

吐き気、口からの泡、嘔吐、バランス障害、呼吸困難、振戦がみられ、5 人は痙攣を起こし

て意識不明となった事例が報告されており、これらの症状は本物質の分解産物で強力な神経

毒性作用のあるテトラメチルスクシノニトリルによるものと考えられている 8)。 
・職業性の皮膚病患者 173 人に対して本物質の 1％溶液でパッチテストを行った結果、1 人に皮

膚の刺激性反応がみられただけで、皮膚の刺激性も感作性もないと考えられた 9)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH  －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 2 mg/kg/day（肝臓の

絶対及び相対重量の増加、肝細胞肥大）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 0.2 
mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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